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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成28年2月18日(2016.2.18)

【公表番号】特表2015-511311(P2015-511311A)
【公表日】平成27年4月16日(2015.4.16)
【年通号数】公開・登録公報2015-025
【出願番号】特願2014-554749(P2014-554749)
【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成27年12月24日(2015.12.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
無線アクセス端末を測位する、前記無線アクセス端末上で動作可能な方法であって、
　前記アクセス端末に対応する位置情報を検索するかどうかを決定することと、前記決定
に応答して、
　現在のサービング基地局に対応するシステム情報を決定することと、前記システム情報
は、前記現在のサービング基地局と関連付けられた基地局緯度および／または基地局経度
のうちの少なくとも１つを含む、
　前記システム情報をメモリ内に記憶することと、
　前記アクセス端末のローカリゼーションのために、前記現在のサービング基地局および
少なくとも１つの以前のサービング基地局に関する前記システム情報を送信することと、
を含む、方法。
【請求項２】
　関連するタイムスタンプを前記システム情報とともに記憶することと、
　前記アクセス端末のローカリゼーションのために、前記現在のサービング基地局および
少なくとも１つの以前のサービング基地局に関する前記関連するタイムスタンプを送信す
ることと、
　をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記関連するタイムスタンプは、前記システム情報が決定される時間を記録するように
適応される、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　第２のサービング基地局にハンドオーバすることと、
　前記第２のサービング基地局に対応する第２のシステム情報を決定することと、前記第
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２のシステム情報は、第２の基地局緯度および／または第２の基地局経度のうちの少なく
とも１つを含む、
　前記第２のシステム情報を前記メモリ内に記憶することと、
　第２の関連するタイムスタンプを前記第２のシステム情報とともに記憶することとをさ
らに含み、
　前記システム情報および前記関連するタイムスタンプを前記送信することは、前記アク
セス端末のローカリゼーションのために、前記第２のシステム情報および前記第２のタイ
ムスタンプを送信することをさらに含む、
　請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記システム情報を前記送信することに応じて、位置情報を受信することをさらに含み
、前記位置情報は、前記アクセス端末の位置に少なくとも部分的に対応する、請求項１に
記載の方法。
【請求項６】
　前記位置情報は、前記アクセス端末に対応するスピード、方向、および／または速度の
情報のうちの少なくとも１つを含む、請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　前記位置情報は、前記アクセス端末が取った経路を含む、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記システム情報を前記決定することは、前記サービング基地局から受信されたパイロ
ット、および前記アクセス端末によって以前取得されたパイロットのセットに対応する記
憶された情報にしたがって、前記サービング基地局に対応するパラメータのセットを導出
することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
無線通信のために構成されたアクセス端末であって、
　前記アクセス端末に対応する位置情報を検索するかどうかを決定する手段と、
　現在のサービング基地局に対応するシステム情報を決定する手段と、前記システム情報
は、前記現在のサービング基地局と関連付けられた基地局緯度および／または基地局経度
のうちの少なくとも１つを含む、
　前記システム情報を記憶する手段と、
　前記アクセス端末のローカリゼーションのために、前記現在のサービング基地局および
少なくとも１つの以前のサービング基地局に関する前記システム情報を送信する手段と、
を含む、アクセス端末。
【請求項１０】
　関連するタイムスタンプを前記システム情報とともに記憶する手段と、
　前記アクセス端末のローカリゼーションのために、前記現在のサービング基地局および
少なくとも１つの以前のサービング基地局に関する前記関連するタイムスタンプを送信す
る手段と、
　をさらに含む、請求項９に記載のアクセス端末。
【請求項１１】
　第２のサービング基地局にハンドオーバする手段と、
　前記第２のサービング基地局に対応する第２のシステム情報を決定する手段と、前記第
２のシステム情報は、第２の基地局緯度および／または第２の基地局経度のうちの少なく
とも１つを含む、
　前記第２のシステム情報を記憶する手段と、
　第２の関連するタイムスタンプを前記第２のシステム情報とともに記憶する手段とをさ
らに含み、
　前記システム情報および前記関連するタイムスタンプを前記送信する手段は、前記アク
セス端末のローカリゼーションのために、前記第２のシステム情報および前記第２のタイ
ムスタンプを送信するようにさらに構成される、
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　請求項１０に記載のアクセス端末。
【請求項１２】
　前記システム情報を前記送信することに応じて、位置情報を受信する手段をさらに含み
、前記位置情報は、前記アクセス端末の位置に少なくとも部分的に対応する、請求項１０
に記載のアクセス端末。
【請求項１３】
　前記システム情報を前記決定する手段は、前記サービング基地局から受信されたパイロ
ット、および前記アクセス端末によって以前取得されたパイロットのセットに対応する記
憶された情報にしたがって、前記サービング基地局に対応するパラメータのセットを導出
するように構成される、請求項９に記載のアクセス端末。
【請求項１４】
　請求項１乃至８のいずれか１つにしたがって方法をコンピュータに実現させる命令を含
む、無線アクセス端末において動作するように構成されたコンピュータ読取可能な記憶媒
体を含む、コンピュータプログラム製品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　[0071]　本明細書で説明される発明の様々な特徴が、発明から逸脱することなく異なる
システムで実現され得る。前述の実施形態は、単に例であり、発明を限定するものである
解釈されるものではないことに注意すべきである。実施形態の説明は、説明することを意
図しており、特許請求の範囲を限定するものではない。このように、本教示は、他のタイ
プの装置、および多くの代替例、変形、および変化に容易に適用され得ることが、当業者
に明らかである。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］無線アクセス端末を測位する方法であって、
　前記アクセス端末に対応する位置情報を検索することを決定することと、
　現在のサービング基地局に対応するシステム情報を決定することと、
　前記システム情報をメモリ内に記憶することと、
　関連するタイムスタンプを前記システム情報とともに記憶することと、
　前記アクセス端末のローカリゼーションのために、前記現在のサービング基地局および
少なくとも１つの以前のサービング基地局に関する前記システム情報および前記関連する
タイムスタンプを送信することと、を含む、方法。
［Ｃ２］　前記関連するタイムスタンプは、前記システム情報が決定される時間を記録す
るように適応される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］　第２のサービング基地局にハンドオーバすることと、
　前記第２のサービング基地局に対応する第２のシステム情報を決定することと、
　前記第２のシステム情報を前記メモリ内に記憶することと、
　第２の関連するタイムスタンプを前記第２のシステム情報とともに記憶することとをさ
らに含み、
　前記システム情報および前記関連するタイムスタンプを前記送信することは、前記アク
セス端末のローカリゼーションのために、前記第２のシステム情報および前記第２のタイ
ムスタンプを送信することをさらに含む、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］　前記システム情報を前記送信することに応じて、位置情報を受信することをさ
らに含み、前記位置情報は、前記アクセス端末の位置に少なくとも部分的に対応する、Ｃ
１に記載の方法。
［Ｃ５］　前記位置情報は、前記アクセス端末に対応するスピード、方向、および／また
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は速度の情報のうちの少なくとも１つを含む、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ６］　前記位置情報は、前記アクセス端末が取った経路を含む、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ７］　前記システム情報は、前記現在のサービング基地局に対応するセル識別子（セ
ルＩＤ）、システムＩＤ（ＳＩＤ）、ネットワークＩＤ（ＮＩＤ）、基地局緯度、基地局
経度、パイロット強度、および／または基準疑似乱数（ＰＮ）のうちの少なくとも１つを
含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］　前記システム情報を前記決定することは、前記サービング基地局から受信され
たパイロット、および前記アクセス端末によって以前取得されたパイロットのセットに対
応する記憶された情報にしたがって、前記サービング基地局に対応するパラメータのセッ
トを導出することを含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］無線通信のために構成されたアクセス端末であって、
　前記アクセス端末に対応する位置情報を検索することを決定する手段と、
　現在のサービング基地局に対応するシステム情報を決定する手段と、
　前記システム情報を記憶する手段と、
　関連するタイムスタンプを前記システム情報とともに記憶する手段と、
　前記アクセス端末のローカリゼーションのために、前記現在のサービング基地局および
少なくとも１つの以前のサービング基地局に関する前記システム情報および前記関連する
タイムスタンプを送信する手段と、を含む、アクセス端末。
［Ｃ１０］　前記関連するタイムスタンプは、前記システム情報が決定される時間を記録
するように適応される、Ｃ９に記載のアクセス端末。
［Ｃ１１］　第２のサービング基地局にハンドオーバする手段と、
　前記第２のサービング基地局に対応する第２のシステム情報を決定する手段と、
　前記第２のシステム情報を記憶する手段と、
　第２の関連するタイムスタンプを前記第２のシステム情報とともに記憶する手段とをさ
らに含み、
　前記システム情報および前記関連するタイムスタンプを前記送信する手段は、前記アク
セス端末のローカリゼーションのために、前記第２のシステム情報および前記第２のタイ
ムスタンプを送信するようにさらに構成される、
　Ｃ９に記載のアクセス端末。
［Ｃ１２］　前記システム情報を前記送信することに応じて、位置情報を受信する手段を
さらに含み、前記位置情報は、前記アクセス端末の位置に少なくとも部分的に対応する、
Ｃ９に記載のアクセス端末。
［Ｃ１３］　前記位置情報は、前記アクセス端末に対応するスピード、方向、および／ま
たは速度の情報のうちの少なくとも１つを含む、Ｃ１２に記載のアクセス端末。
［Ｃ１４］　前記位置情報は、前記アクセス端末が取った経路を含む、Ｃ１２に記載のア
クセス端末。
［Ｃ１５］　前記システム情報は、前記現在のサービング基地局に対応するセル識別子（
セルＩＤ）、システムＩＤ（ＳＩＤ）、ネットワークＩＤ（ＮＩＤ）、基地局緯度、基地
局経度、パイロット強度、および／または基準疑似乱数（ＰＮ）のうちの少なくとも１つ
を含む、Ｃ９に記載のアクセス端末。
［Ｃ１６］　前記システム情報を前記決定する手段は、前記サービング基地局から受信さ
れたパイロット、および前記アクセス端末によって以前取得されたパイロットのセットに
対応する記憶された情報にしたがって、前記サービング基地局に対応するパラメータのセ
ットを導出するように構成される、Ｃ９に記載のアクセス端末。
［Ｃ１７］　前記アクセス端末に対応する位置情報を検索することを決定することと、
　現在のサービング基地局に対応するシステム情報を決定することと、
　前記システム情報をメモリ内に記憶することと、
　関連するタイムスタンプを前記システム情報とともに記憶することと、
　前記アクセス端末のローカリゼーションのために、前記現在のサービング基地局および
少なくとも１つの以前のサービング基地局に関する前記システム情報および前記関連する
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タイムスタンプを送信することと、をコンピュータにさせる命令を含む、無線アクセス端
末において動作するように構成されたコンピュータ読取可能な記憶媒体を含む、コンピュ
ータプログラム製品。
［Ｃ１８］　前記関連するタイムスタンプは、前記システム情報が決定される時間を記録
するように適応される、Ｃ１７に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ１９］前記コンピュータ読取可能な記憶媒体は、
　第２のサービング基地局にハンドオーバすることと、
　前記第２のサービング基地局に対応する第２のシステム情報を決定することと、
　前記第２のシステム情報を前記メモリ内に記憶することと、
　第２の関連するタイムスタンプを前記第２のシステム情報とともに記憶することと、を
コンピュータにさせる命令をさらに含み、
　前記システム情報および前記関連するタイムスタンプを送信することをコンピュータに
させる前記命令は、前記アクセス端末のローカリゼーションのために、前記第２のシステ
ム情報および前記第２のタイムスタンプを送信するようにさらに構成される、
　Ｃ１７に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２０］　前記コンピュータ読取可能な記憶媒体は、前記システム情報を前記送信する
ことに応じて、位置情報を受信することをコンピュータにさせる命令をさらに含み、前記
位置情報は、前記アクセス端末の位置に少なくとも部分的に対応する、Ｃ１７に記載のコ
ンピュータプログラム製品。
［Ｃ２１］　前記位置情報は、前記アクセス端末に対応するスピード、方向、および／ま
たは速度の情報のうちの少なくとも１つを含む、Ｃ２０に記載のコンピュータプログラム
製品。
［Ｃ２２］　前記位置情報は、前記アクセス端末が取った経路を含む、Ｃ２０に記載のコ
ンピュータプログラム製品。
［Ｃ２３］　前記システム情報は、前記現在のサービング基地局に対応するセル識別子（
セルＩＤ）、システムＩＤ（ＳＩＤ）、ネットワークＩＤ（ＮＩＤ）、基地局緯度、基地
局経度、パイロット強度、および／または基準疑似乱数（ＰＮ）のうちの少なくとも１つ
を含む、Ｃ１７に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２４］　前記システム情報を決定することをコンピュータにさせる前記命令は、前記
サービング基地局から受信されたパイロット、および前記アクセス端末によって以前取得
されたパイロットのセットに対応する記憶された情報にしたがって、前記サービング基地
局に対応するパラメータのセットを導出するようにさらに構成される、Ｃ１７に記載のコ
ンピュータプログラム製品。
［Ｃ２５］無線通信のために構成されるアクセス端末であって、
　処理回路と、
　情報の送信および受信のために、前記処理回路に通信可能に結合された通信インターフ
ェースと、
　情報を記憶するために、前記処理回路に通信可能に結合されたメモリと、を含み、前記
処理回路は、
　　前記アクセス端末に対応する位置情報を検索することを決定し、
　　現在のサービング基地局に対応するシステム情報を決定し、
　　前記システム情報を前記メモリ内に記憶し、
　　関連するタイムスタンプを前記システム情報とともに記憶し、
　　前記アクセス端末のローカリゼーションのために、前記現在のサービング基地局およ
び少なくとも１つの以前のサービング基地局に関する前記システム情報および前記関連す
るタイムスタンプを送信する、ように構成される、アクセス端末。
［Ｃ２６］　前記関連するタイムスタンプは、前記システム情報が決定される時間を記録
するように適応される、Ｃ２５に記載のアクセス端末。
［Ｃ２７］前記処理回路は、
　第２のサービング基地局にハンドオーバし、
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　前記第２のサービング基地局に対応する第２のシステム情報を決定し、
　前記第２のシステム情報を前記メモリ内に記憶し、
　第２の関連するタイムスタンプを前記第２のシステム情報とともに記憶するようにさら
に構成され、
　前記システム情報および前記関連するタイムスタンプを送信するように構成された、前
記処理システムは、前記アクセス端末のローカリゼーションのために、前記第２のシステ
ム情報および前記第２のタイムスタンプを送信するようにさらに構成される、
　Ｃ２５に記載のアクセス端末。
［Ｃ２８］　前記処理回路は、前記システム情報を前記送信することに応じて、位置情報
を受信するようにさらに構成され、前記位置情報は、前記アクセス端末の位置に少なくと
も部分的に対応する、Ｃ２５に記載のアクセス端末。
［Ｃ２９］　前記位置情報は、前記アクセス端末に対応するスピード、方向、および／ま
たは速度の情報のうちの少なくとも１つを含む、Ｃ２８に記載のアクセス端末。
［Ｃ３０］　前記位置情報は、前記アクセス端末が取った経路を含む、Ｃ２８に記載のア
クセス端末。
［Ｃ３１］　前記システム情報は、前記現在のサービング基地局に対応するセル識別子（
セルＩＤ）、システムＩＤ（ＳＩＤ）、ネットワークＩＤ（ＮＩＤ）、基地局緯度、基地
局経度、パイロット強度、および／または基準疑似乱数（ＰＮ）のうちの少なくとも１つ
を含む、Ｃ２５に記載のアクセス端末。
［Ｃ３２］　前記システム情報を決定するように構成される、前記処理システムは、前記
サービス基地局から受信されたパイロット、および前記アクセス端末によって以前取得さ
れたパイロットのセットに対応する記憶された情報にしたがって、前記サービング基地局
に対応するパラメータのセットを導出するようにさらに構成される、Ｃ２５に記載のアク
セス端末。
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